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Hachiro OGUCH1 1951 Physical 1nvestigation on 1cing 11. On Meteorological 
Condition of Icing. Low Temperature Science 6. ( ¥司TithEnglish resum岳p.115)

着氷の気象傑件に就いてお

(着氷の物理的研究、立、)

小口八郎

(北海道・大学理学部物王史学救室〕

く昭和 23!:ι11月受理)

1.着氷の慌件

一般に着氷は温冷却水滴が物体に衝突し凍結するととによって生やる。従って着氷の発生

及び成長は，気温，風速，雲粒等の朕態によって条件付けられる。着氷を支配するとの条件が

着氷の気象条件である。気象条件の他f'C，着氷に影響を及ぼす因子がある。即ち，着氷する

物体の大きさ及び形扶，物体の材質も着氷f'C影響を奥える。着氷が実際に成長する場合に

は，気象条件及び他の条件が複雑に組み念っているので，着氷の条件になっている各要素と

その時成長した着氷との関係を，はっきり分析し対照&せるととは容易で'はない。しかし気

象条件に較べると，物体の大きさ及び材質等による影響は著しく小さいので，着氷の条件と

して気象条件だけを取り上げて，その条件の下で成長した着氷と対照させてみれば、，着氷の

特徴はかたりはっきりする答である。

筆者は日本で着氷の機会の多い北海道のエセコアンヌプリ山頂で，昭和四年10月から同20

年5月に至る靖氷期間きと通じて着氷の気象条件を測定してみた。気象要素の中で特に温冷却

雲粒の浪lJ定に努力した結果，冬期聞の雲粒について多数の資料を得たので，着氷と関連させ

て報告する。

IT. 気象要素の測定法

着氷の気象条件の統計的結果を迷ぺる備に，気象要素即ち気温，風速及び雲粒の測定法を

簡単に迷ペる。

1) 気温

着氷が成長しつつあるときの気協をEしく測るととは，その時の温冷却雲粒の温度を測る

ととにもなるので・大切訟ととであるが，実際にはかなりむつかしい。温冷却した雲粒が存在し

ている呆温を庄確に測るととがむつかしいのは，重粒が物体 ~C附着すると凍結するととに原

因がある。大気中に寒暖計を露出すると，寒暖計の球部に着氷が成長して，寒暖計の指度を
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少し高める。着氷を避けるために無雪百~1省内で気温を測るととも考えられたが，との方は

百葉箱自身が着氷したり零に務われたりして，箱内の気温がEしく大気の温度と同時刻に等

しくなるととは-珍らしい。それで・実粒中の気温を流定す三るには，いろいろた苦心を要するわ

けである。井上博士は，雲中の大気を吸Ir込んでとの大気の流れの中に含まれている雲粒を

電気的に分離し，三三:粒を取り除いた気流を作ってとの中で気温及び潟、度を測定する装置を考

案したへとの装置を用いると，試温はかなりlF確に測定するととが出来るが，使用法が簡便

で訟いので，筆者は弐のようにして無理を淑1]ったの

測定に用いる装置は第1図に示す如く，部いブリキ板で・作った円筒の中に寒暖計をとり付

けたもので・ある。との装置で気温を測るに

は，との同筒を風向に平行にして大気中K

;j;;-く。との:場合f'[:，寒暖計の球部は風下に

なるようにするのとのようにすると，雲中

で数分間くらいは寒暖計の球部に殆んど着

wrhdー+ζ

=司

2cm 
トー→

第 1 図

氷し放いのしかし長時間大気中f'[:放置すると，漸時着氷してくる η ゆえにとの方法で・恭温を

劃定するには，出来るだけ感度のよい寒暖計を用いる必要があるの筆者の用いたものは，直

径約3mmの細長酒精寒暖計で，とれは数 mjs.の風速の下に露出すると，約1分後にはほ

ぼ大気の温度を指す。との寒暖計を取付けた円簡を，雲粒のつかない場所・で大体気温に近い

ととろまで冷して沿いて用いれば，かなりE確に雲中の気温を測るととが出来る。それで、気

温の測定はとの方法で行った。

2)風速

自然に吹いている風は地物による影響で，測る場所によって風速が苦しくちがってくる。

着氷の条件として必要た風流は，問題とする着氷が成長している場所の風速が必要なわけで・

ある。との目的に合う風速を求めるために，小型のヒラム型風速計を用いたのとの風速計

も長い間雲中で・使用すると，風扇の商に着氷して廻転が落ち誤差を生十る。それで・，着氷が

成長している聞に， i直i当回数風速を測り，その平均を求めてその着氷が成長したときの風速

とした。叉風速が大きい時には，小型の風速計で・は誤差:が出るので，との場合には予め補正

をして置いて用いた。

高速人工風洞内の着氷の場・合f'[:は， manometerを用いて流速を出したの

飛行機のプロペラの場合には，プロペラの回転数から着氷時の流速?と推定した。

3)雲粒

雲粒は大きさとその昼間密度とを同時に測る必要がある。雲粒の大きさ及びその昼間密度

の同時測定法は，筆者が海霧のtnlj定f'[:用いたと同じ方法;をそのまま採用した。との;方法は雲

粒を含んで庖る大気を一定量吸入して，とれを油膜聞にtllij突 6せ雲粒を油膜j母内に懸濁し

て，顕微鏡写真に撮影して測定する方訟である。醤粒による大気の単位体積当りの水の量は



五if氷の気象f傑件に就いて 105 

軍粒の大きさとその昼間密度から求めた。

III. 雲粒の大き¥さと有効字径

着氷を問題とする場合には，察粒の大きさとしては長大頻度を示す部分の粒径よりも，着

氷笠とし4て故ーも有効2主粒怪1i::押ぶ方が過当であるへ例えば，直径 10μ の沼粒の重量Id:100μ 

の雲粒の重量の 1ーに滋ぎないから， 10μ の粒子が1000岡集っても， 100μの粒子が2i@
1000 

集ったもののすの水の量しかないへとの意味に於て，議氷の場合には最大頻度を占むる雲粒

の大きaよりはむしろ最大雲水量を奥える雲粒の大きさを問題にすべ、きである。しかし実際
問題としては，最大雲水量Zとて!J-える粒子の大きさを求めることはかなり手数がかかる。それ

で笑l捺の雲粒について，最大頻度を占むる雲粒の大きさと最大雲水量?と奥える雲粒の大きさ

との聞の関係を調べて必けは、宙科で'ある。

今霧粒の大きさの標準として宇径をとるととにして，とれをあ1とおく。れのうちで長大

雲水量を奥えるものをむで表わすととにする。個々のal'iによる単位体積あたりの雲水量W1

は，al'lの粒子が単位体積中に lli個あるものとすると，

生。
Wi=瓦悶"1'i・lli

Wiの中で最大のものを Wnw.x・とすると， Wnw.ヌ・を奥える ariが a"である。個々の arj全部

<a.) 
によっ‘て!JQ.えられる雲水量は軍位体積あ

51 Yとり，

W=:SWi立会7l':Sa¥i
0-10 

1/い 一方 al'iの中で一帯個数の多いもの

o~5 
を車f'Cacとすると ，arは雲粒の最大頻

10 -

ιJ.-/ 、、¥-、、2"、x、。、.、、・4a、L、 度半径-と2主るへ

E 〉、，可O 実際の雲粒について ariと lliとを測

』£q旬、ヨJ 、

。
wi り， aw と arとを求めて土色較してみる

t ~~ 
と， aw =::: ar で・ある。 Wi は ari の 3~f'C

/?: 比例するのでとの関係は当然である。
/ 

fX¥ a1，i.が比較的によく捕っている雲粒の1

20-1 例について， ariの頻度分布曲線と Wial!

¥ ¥ごト
線とを第2図 (a)に示す。との例で、は

10 i 

fJJo，o .o  最大頻度学径 ar=仰に対して， a，戸11

o μとたっている勺大きい粒子が多数混つ

三+α 10 f5 20戸
ている場合には， al'と a、vとの開きは更

第 2 図 に大きくなる。第2図 (b)にその1例
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信
を示すのとの方は， ar=7μ に対し

てaw=13μ となった。多数の雲に

ついて arとawとを求め， a1，・と aw

. . 
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10 
との関係をみてみると第3図に示

す如く主主った。第3図から分る如

く，雲粒が小さい雲の場合/(Cはar

5 ar awとはあまり遣わないが，と

が大きくなると arとaw との差は

潮時大きく主主るb 細雨が混ってい

20fL 15 10 5 
一一-aW'

O るようfJ:.雲ではあと alVとの聞き

しかし普通は非常に大きく主主るo
闘3 第

の雲では ，al'と awとの関係は卒

均的にみて aw=1.5a，としてさ程大きい誤差はたい。

着氷の気象要素の統計的結果IV. 

着氷の成長した度延に気温，風速，雲粒等の測定を行い，着氷の気象条件に関する多数の

資料?と得たので、，次にそれ等の結果につき述ぺ，それ等と着氷との関係について二三考察し

てみる。主主沿測定の結果を一括し

て表にして最後に掲げて沿く。

三雲粒牟径1) 

前首jで述べた雲粒の大きさ ar

及び a;、.の頻度分布を描いてみる

と第生図に示す如く主主った。第4

国の頻度分布は，個々の雲につい

とれかて ariの頻度分布を作り，

らar及び awを求めて，更に ar 

併
zo 

15 

ω 
占
f5 

及び awの頻度分布を描いてみた
fグ10 5 

---a ものである。第生図で分る如く，

冬期着氷が成長する場合のニセコ

山頂附近;の雲粒の大きさは，今径生-7μのものが多く，清氷f'C有効友重粒のf半径は 6-10μ

乙0メ4

国4 第

のものが多い。冬期の最・大頻度竿径 arと夏期の a"を比較してみると，雨者は大体同じ大き

さを示した:}防冬期の雲にも抵冷却した細雨を伴う雲があるととは着氷防止上見過しては

取ら及いととであるb

雲粒の昼間管度2) 
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大気の車位体積あたりに存在する雲

粒の個数nを，多数の雲について測定

しそれを統計してみると第5図に示す

如くたったb とれからみると，冬期の

雲の昼間密度[回数は 100-300個jcm3

のものが一番多い。密度l回数の場合も

夏期の雲と大差はない。紅会密度個数

の大きい例ではあが生μのとき 750個

jcm3であった。

3) 雲水量

雲粒の学径 ar の頻度曲棋と襲粒の

さ芸間密度ぬから求めた雲水量wを，測

定した雲全部について統計してみた〔第6図に示すn 普通の雲の場合には w= 0.2-0.5gjm3 

の{枇示した。とのニセコ山頂の雲水量を富士山頂のそれと較べてみると訟程rトさぷ:しか

し夏期のニセコ山頂の雲水量に較べると大体似た値で、あったう嘗って Wagぷは Blocken

山で雲水量を浪IJり

70 zo 

O α5 1.0 
-一一~αF '-5 2・ofj/バ

5gjm3という値をこ得

ているがセコ山

頂及てよ、根室の海霧に

ついて測ったととろ

ではせいぜい2gjm3

止りであった。とれ

は筆者の用いた方法

以外の測定法によっ

ても同じ結果と友っ

た。

4) 雲粒宇径と雲水量

以上では雲粒宇径，昼間密度及び雲水量の各々について独立的に取扱ったが，との三者は

笑l燦の雲ではどのように関係しているかというととを調ぺてみる。前に翠げた統計結果につ

いて，先やむと昼間続度[回数ロとの関係をみる。第7閤(a)f'C示す。重粒が大きい雲では密度

偶数が小さく，逆に小さい雲粒から成る雲の密度個数は大きいという傾向のあるととが第7

図(a)から分る。との傾向は海霧の場合にも認められた。

aw とnとの関係からみると ，nが大きい雲が必やしも雲水量が大きいというととにはゑ

らない。雲水量 wは nと共に awrcよってちがってくるし，しかも wは aw3できいてく

第 6 闘
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る。第7図 (b)にaw とw との関係を示す。第7図 (b)から雲の雲水量は大体重粒の大き

さに依って決ってくるととがはっきり分る O 従って着氷の条件としての雲粒を問題にする場

7 第

合には， nよりもむしろ a¥l'~と重要視すべきである。

雲粒の掴i冷却度(気温〕

Eの程度の温度まで・雲粒が液体として温冷却しているかというととについては，古くから

5) 

問題にされて来た。過冷却している水滴の存在を確める方法にはいろいろあり，虹の観浪!同〉

雲粒の直接観測で確めた例もある。筆者は冬期の雲について雲粒左油膜中に捕捉して直接顕

微鏡下で観察し，雲粒が液体で・あるか否かを調べてみた。雲粒が液体であれば、完全に球形と

たつeて油膜中に!臨濁する。氷粒

10 

ら

EN---

で球形を寂して居るものは殆ん

どIf-い。

設粒の温度は問聞の大気の温

. . /. 
/: . 
・/

-j/ 
: ，i . 
. ;A.! . ・ 
ぺW・・ 2

4....~ 1・
o 1; 

一一一→~iL

S 
度と等しいとみられるので，雲

中の無涯を浪IJってその雲粒が液

休であるととを、確めれば，害粒

おむ15 10 E 
一一→0

O の活冷却している度合が分る。

叉清氷は樹霜を除いては液体の

関8 第雲粒によって出来る点からも，

冨:粒が液体であるか否かは分る η ニセコ山頂で2年問者と過とて，三雲粒が液体で存在していた

!時の最低気温は-180Cであったり即ち雲粒は-200Cくらいまでは遮冷却して液体のままで

後 ~g粒が氷粒のìJ!j合もある O
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存在するととが充分あり得ると言えるの

ヨたに笑際に着氷が成長した雲の例につき，雲粒の湿:冷却度の頻度分布を作ってみると，第8

図に示す如くなった。との頻度分布の作り方は，統計の分割底分を20Cとして，との中に入

って1くる雲粒の滋冷却度 (OC)0 = To-T" (To=OOC)を統計したものである。着氷が成長

しつつある問中，気温の変化が20C以内によとっていた場合は問題でないが，着氷が進行し

ている聞に気温がか主主り変化した場合には，その雲塊が来てから去るまで、の聞に示した気温

の最高と最低の値の平均値をもってその雲塊の気温としたの第8留から， i晶冷却している雲

粒の温度はO"，，-60Cの場合が多い。 -100Cくらいまでの雲粒がとれについで、属り， -15oC 

くらいまで液体で居る醤粒もあるが， -20cC以下で・主主お且つ液体の雲粒から成っている雲

は殆んどないことが分る。

v.着氷と気象{寵件

着氷は呆温，風速，雲粒径，雲水量等のちがいによって興った成長の仕方をする。とれ等

の気象要素がどのように着氷に影響を奥えるかというととを調べてみる。

1) 着氷と雲粒及び無温との関係

雲粒半径 qwと気温T、との関係を第 9図I'C示す。敢な第9函のff!IJ点にはその時成長した自

然着氷を種類別にして示し
一一-a
F 15 20μ 10 
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第 9 圏
さくたると，気温が同じで

も着氷け粒駅構造をもっ簿氷或いは軟組氷になる傾向があるととが認められる。第9閣に示

た。藷氷を表すものとして

着氷の種類を用いたのは，

着氷の特徴が種類によって

ほ段、表されるからであるの

着氷に対面する影響をみる

と，気、湿のきき方は雲粒宇

径のきき方に較べ、て著しく

大きい。 Rflち，靖氷の種類

はその措氷が成長するとき

の気温によってほ段、決って

くるととが第9図から分

る。コむも雲粒の大きさも少

しはきいて居り，今径が小

した関係には，風速が無関されているので，各種類についてのけっきりした条件ぽ分らない

が，自然風の風連防20m/s.以下の場合が殆んどであったので，着氷tと及段、す大体の影響ぽ
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分る。

雲水量け雲粒の大きさKよってほぼ決ってくるととけ既に漣ペたロ雲粒の大きさと気i置と

の関係を示す第9図からすれば，気温が高くなると少し箕粒が大きくなる傾向を示す故に，
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第 10 箇

雲水量』才気温が高くなると大きく

なる傾向がある。

2) 着氷と風速及び気温との鴎

係

着氷{rC及段、す風速の影響につい

てはとれまで鵬れなかったが，風

速け気温と同様着氷に決定的な影

響を及段、す勺

風速の影響をみるために，今風

速がVmjs.で・弟、湿がT"OCであっ

たときに成長した着氷を種類別に

して， Vと()(=-T，，)との関係

によって表してみる。第四閣に示

す。主主治第10図{rCV::!'Vが大きいと

2.0 t きの影響をみるために，高速人工

風洞内で清氷させた例を併せ示し

た。 V=20m/s.以上の場合ぽ大体

との併であるn 第四閣の関係に凶・雲粒の条件が無視されているが，との影響け小さい。 10図

から，着氷』才気温と風速によって殆んど決まるものとみてもよい門即ち着氷の積類K苦目す

ると，とれけVと8によって決まり，各種類はそれぞれ定った VとOとによって境されて

くる。 10図で破棋で示したのがその境界であるの

以上着氷を支配する気象条件の個々の要素について測定し，その統計的結果と着氷との関

係を調ペた。しかし着氷に影響を及ぼす因子け細かくみると他にもあるの従って着氷の現象

を更に深く解明するためにぽ，とれ等の気象条件及び共の他の条件が着氷の凍結の機巧に如

何に結び付いているかと言うととを調ペなければ、主主ら友いのとのととについてけ叉BiJf'L報告

する。
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7仔氷の気象候イキIJUJ定一覧表く!)く1944)

lE21時 1-i一一1吋 1 泊二氷筏獄 術 主主|時一分 TaoC I V m/s. I aw (al"J f1 河川

12 / 11 09-05 I -9 5 I 1.5 I 5 (3) I 0・II I 1在霧氷 金鴎格指氷

H 10-20 - 89 1.0 4 (4) 0.09 F H 

F 13-00 - 91 21 5 (5) 0.06 F H 

11 15-15 101 2.5 5 (5) 1.15 F H 

， 

14/ 11 18-25 - 44 85 7 (5) 0.35 秋1'Il氷 金属捧自然活ユ氷

F 19-20 - 45 6.0 8 (7) 0.26 11 H 

F 20-30 - 46 50.0 7 (7) 0.30 f:t1 ;;.k 風洞察雪道j白氷

15/ 11 16-35 -11.7 10.0 私t ~，ÍÎ 金腐棒l見下に霊量生

16/ 11 12-00 - 76 4.0 5く4) 0.13 組2努氷 金属袴自然活ー氷

H 13-00 - 7.3 3.8 8 (5) 0.28 H H 

17 1 11 20-50 - 6.5 50 3 (2) 0.06 I江主努;まく 自然活(;;1<.

H 20-55 H 60.0 ゲ '/ ;fJl ;;1<. 風洞j丘氷

19/ 11 07-40 - 3.3 4.3 12(0) 0.89 雨氷 自然活氷

201 II 13-23 - 3.5 1 1.2 12 (5) 0.68 軟HliK 自然lfr氷

11 H 11 43.0 ゲ ゲ 日)]<. 風洞j'{J氷

21 / 11 06-42 - 45 6.5 8 (7) 0.57 4次:Nl7J<. 自然活氷

11 07-20 - 3.0 16.つ 12 (8) 1.15 11 JI 

F 09-12 23 16，2 6 (6) 0.48 f:Jii氷 11 

H 10-00 - 20 17.0 12 (6) 0.98 H H 

H 11-10 - 12 4‘3 8 (5) 0.81 H fI 

H 14-10 - 10 5.3 15 (7) 0.68 奨氷 F 

M 18-48 - 0.7 3.0 8 (6) 0.54 H H 

M 19-20 - 0.5 2.0 19(14) 2.53 fI 1， 11 

10/ 12 14-∞ -145 8.3 2 - 3 京区 ノj、 格jt ;g~)k. 自然活j誌に，雲混合

12/ 12 15-00 -15.0 9.2 9 (6) 0.26 F H 

131 12 13ー斗00 -15.6 8.2 2 - 3 純 A、 H H 

一一一一一一一一一ー一一
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7it 氷の気象依件測定-~室長 (2) (1945) 

一
測定日時[気滋 風速~~粒宇径 ~ÞJdま

/日/'//月 I時一分 TaoC V mjs. 1 Uw (Ul') fl I VI宮内凶
主持 安

4 j 1 2-3 被 IJ、 籾2加え 会鴎l各自然活氷

8 j 1 09-30 I -15.7 10.8 3-4 H 年も《霧氷 " 
9 j 1 09-40 -13.2 14.0 6 (6) 0.24 i H " 
10 j 1 09-00 -13.0 2.つ 10く9) 0.68 組努氷 " 
12 J 1 17-27 7.つ 7 (6) 0.32 寺谷努氷 H 

H 21-55 -12.5 6く5) 0.19 H " 樹霜霊長主主
16 j 1 -17.8 2-3 樹箱

25 j 2 09-40 -16.8 " 
F 20-40 -17.5 0-2 6く5) 0.15 籾~氷 金属J加1(

M 21-05 -17.8 H 0.31'， " J! 

H 23-10 -18.6 50-60 5 (4) 0.12 本旦 ガく )]tt!.洞員雪氷

2 j 3 14-00 - 7.2 18.0 5 (4) 0.07 平昔~氷 自然JG氷

F 19-50 - 62 1.7 樹高官 針J伏給品

3 j 3 10-50 - 8.9 13.0 5 (5) 0.37 年寄緩氷 自然主ま氷

H 19-33 -11.5 18.0 7く6) 0.22 H F 

4 j 3 15-40 -10・0 21 5く4) 0.18 I且 7.k J! 

5 j 3 12-00 6.つ 18 0.70 軟粗氷 " 
F 14-00 - 6.2 12.6 9 (7) 0.46 年も、滋氷 F 

6 j 3 08-00 - 5.7 13.0 ヲ(8) 0.40 年努怨3:1<. " 
F 17-00 - 5.8 11.6 8く5) 0.45 H F 

22 j 3 10-04 - 3.0 14.0 10 (6) 0.53 4次本且氷 F 

F 11-50 2.つ 40-50 5 (の 0.25 f:H 氷 風洞Jh=氷

H 13-45 - 0.5 12.つ 11 (7) 0.48 奨氷 白然Jff氷

F 14-00 - 0.3 7.6 9 (9) 0.19 F H 

23 j 3 01-30 - 2.2 3-5 10 (9) 0.23 ij¥Jにm.氷 H 

H 07-30 - 6.5 1-2 8 (6) 0.13 ;m~努氷 H 
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J(i氷の気象t条件の測定一覧表 0) (1ヲ45)

測定日時[誌協 風速 lgwi唱 震71'，:1'ま

一ルゴ|時一分ヤC
4i百 要

V m/s. I Uw (Uγ〕μ w g/m~. 

23 / 3 07-30 - 6.5 50~60 8 (6) 0.13 京且 ヌ1，風i間活氷
H 09-10 - 5.3 20 8 (7) 0.35 手且霧氷 自然活氷

F 10-10 - 4.3 21.0 7 (5) 0.19 雨氷 風i間五雪氷

24 / 3 09-30 - 9.0 3.5 7 (7) 自然活氷

g 11 F 22.0 11 " I *且ガt 風j問活氷

H 10-53 - 8.1 23.0 8 (8) 0.32 F F 

25 / 3 08-00 -10.1 3~5 6 (6) 0.14 I見霧jすく 自然J(j氷

M ゲ H 65 " 庁 車且 卦t 民~ì同 "jIT氷

27 / 3 08-00 - 9.5 1.5 B く6) 0.22 "Nl霧氷 自然Jf1氷

H 08-30 - 9・3 30~40 F 0.25 ;m. 7K 風i問責5・氷

F 14-56 - 5.0 22 10 (6) 0.23 Nl氷+雨氷 11 

F 15-50 - 5.2 44 7 (ラ〕 0.19 5fil氷+雨氷 " 
H 16-01 F 57 H M H H 

29 / 3 08-46 - 1.5 5/) 10く5) 0.58 f:lIT 7K 自然汚氷

F 09-00 - 1.3 41.0 6く5) 0.22 H 風洞J{J氷

H 11-27 - 0.2 47.0 6 (4) 0.14 H 11 

31 / 3 11-27 - 0.1 12.4 8 (6) 0.46 奨氷 自!fMlf氷

F 11 11 41 H 11 m 氷 風締法氷

3 / 4 11-30 - 1.2 21 5 (ヲ) 0.10 H 自然活氷

H H F 42 F 11 H 原Li間五百ー)](

F 13-13 - 2.4 130 0.38 11 ペラ活}K

F 14-25 - 4.3 H 8 (5) 0.22 F 

" 
F 16-00 - 4.5 40~50 4 (4) O.ワ6 I ~lfl 卦t l礼洞jTi}J(

5 / 4 17-30 -10.6 8.5 1I (7) 間 i特霧氷 白?~ミJfi7k

F M H 40"，60 H " 草見 対t 風i周五IT)](

H 23-00 -11.1 130 4 (4) H ペラ，{j}](
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1{S氷の気象僚件測定一覧表 (4) (1945) 

測定日待
気滋|風速|銭円

gttj，長

日 T" oc I V m/s. I aw (al")μ w g/m3 J~~ 主主

，-----' 

6/4 10-24 - 9.2 0.5 10 (7) 0.37 粗緩氷 自然活:氷

11 11 II 18.0 I1 H 総務氷 小刻Li間活氷

H 10-00 - 8.8 12.0 7く6) 0.18 華江 主主く ペラ活氷

II / 4 09-25 - 0.5 30-40 13 (7) OAO 雨氷 風i隠f{j71(

H 10-12 - 2.0 10.2 4 (3) 0.08 秋~'11氷 自然活氷

12 / 4 20-58 - 4.5 4.1 4 (2) 0.03 I江窃氷 自然主5

M H M 40. II 0.03 1立 71( 風i同五百氷

20 / 4 01-35 - 1.4 3-4 11 (7) 0.40 m 7]( 自然活氷
H H H 20. H H F 風i問活氷

II 09-25 H 2-3 12く8) 0.62 II 自然317氷

I1 15-30 - 5.1 2.2 12( 10) 2.32 秋純71ぇ I1 

21 / 4 I 06-30 - 7.3 3.5 8く6) 0.08 組滋氷 II 
喜孝

II 07-'-57 - 6.0 57. 8 (5) 0.48 Z且 7]( 加~ì同jb二氷

F 08-30 5.6 47. 7く5) 0.36 M H 

22 / 4 01-15 - 4.2 3.0 5く4) 0.15 組君主氷 自然泊三氷

26 / 4 11-55 - 1.3 19.0 H 多雨 7l( I1 

I1 I1 II 35. H M I1 占I[~洞元子氷

F 14-05 - 0.1 68. 7く4)

28 / 4 04-37 - 0.6 

H 06-55 - 1.0 3.0 I 12 (8) 

F 10-55 - 2.0 10.5 12 (7) 

II 12-00 - 2.0 9.8 10く6)

H 13-00 - 1.8 46. 8く7)

H 14-08 I1 57. 8く8)

F 16-23 - 2.6 46. 10 (8) 

H 19-00 - 2.8 5・1I 9く7)
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Resume 

This paper deals with the meteorological conditions of icing in which each type of 

ice forms grows. Meteorological factors， or the temperature of the air， wind velocity， 

the size and volume density of cloud partic1es were measured through aII icing seasons 

on Mt. Niseko in two years (19必-19必).From the results of many measurements 

the author determined the condition of each icing type and pointed out that each type 

of ice formation were settled mainly by the temperature and wind velocity. 


